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Abstract
元来のRiemann–Hilbert問題は、曲線の上に与えられたモノドロミーをもつ確定特
異点型の線形常微分方程式が存在するかという問題であった。

P. Deligne は、これを、複素多様体X上の超曲面 Y に極をもつ確定特異点型可
積分接続と X \ Y 上の局所系との一対一対応として定式化した。
その後、講演者は、これをX上の確定特異点型ホロノミーDX-加群の導来圏Db

rh(DX)
とX上のC-構成可能層の導来圏 Db

C-c(CX)の間の導来圏同値として定式化した。
この導来圏同値は、de Rham 関手

DRX : Db
rh(DX) → Db

C-c(CX)

によって与えられる。ここに, DRX(M ) = ΩX

L
⊗DX

M で、ΩX はX上の最高次数
微分形式の層である。
しかし、これを (確定特異点型と限らない)ホロノミーDX-加群の場合に拡張する

ことは、長年の懸案であった。最近、講演者は、 Andrea D’Agnoloとともに、帰納
層（indsheaf）を用いることにより、ホロノミーDX-加群の場合のRiemann–Hilbert
問題を証明することに成功した。
この証明には、2つの手法が大きな役割を果たした。
一つは、帰納層である。もともと, この概念は、緩増加な関数の “層”を定式化す

るために導入された概念である。
もう一つは、一変数追加するという手法である。即ち、もとの多様体 Mではな

くM × Rの上の帰納層を考察しようという手法である。
この二つの手法を用いることにより、ホロノミーD-加群の解の特異点における

増大の様子を完全に理解することができる。


